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Ⅲ 北海道の体力向上の取組に 

関する改善の方向性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、全国体力・運動能力、運動習慣等調査における本道の実技調査

及び質問紙調査の結果について、全国平均や上位の都府県の結果と比較・分

析した結果に基づいた改善の方向性や具体的な取組事例等を掲載していま

す。 

各市町村教育委員会及び学校においては、本資料を参考にし、体育・保健

体育の授業改善や体育・保健体育授業以外の取組の改善・充実を図るなど、

児童生徒の体力向上に向けた取組の更なる充実に向け、御活用ください。 



１ 体育・保健体育授業以外の組織的な取組の充実に向けた方向性

北海道の体育・保健体育授業以外の取組における

・体育・保健体育の授業以外で、体力・運動能力の向上に係る取組を行って

いる学校やその取組を年間を通して行っている学校の割合は、小・中学校

ともに全国平均よりも高い。

・家庭に対して生活習慣の改善のための資料を配布している学校の割合は、

全国平均よりも高い。

・１週間の総運動時間が60分未満と回答している児童生徒の割合が、小学校

男子及び中学校男女で全国平均より高い。

・基本的な生活習慣が確立していない（朝食を毎日食べていない、平日の学習

以外での画面の視聴時間が長い）児童生徒の割合が全国平均よりも高い。

・体力合計点が高いグループは、低いグループに比べ、１週間の総運動時間

が60分未満の児童生徒が少なく、420分以上の児童生徒が多い。

・中学校男女ともに、週末の運動機会や運動量の差が体力・運動能力に影響

している。

これからの体力向上に向けた
組織的な取組の方向性

「体力向上プラン」等を活用した検証改善サイクルの確立

「体力向上プラン」
を効果的に活用する
にはどのようにした
らよいのだろう？
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※令和５年度体育専科教員等実践概要報告集より
（北海道教育委員会学校教育局健康・体育課ＨＰ）



Point②
課題解決に向けた取組目標を全教職員や

児童生徒と共有
→把握した体力の状況を児童生徒にフィー
ドバック

→児童生徒一人一人の取組目標を明確化

学校全体で体力向上を推進することができるプラン
→正確な状況把握、取組目標の設定、目標達成状況
の把握、運動習慣の確立につながる取組

Point①
体力や体育授業における現状

や課題等の正確な把握
・体力調査や新体力テストの活用
→重点目標や具体的な取組の
方向性を検討

【体力向上プランの活用方法例】

Point④
体力向上や運動習慣の確立に

つながる体育の授業改善及び授
業以外の具体的な取組の推進
→日常の運動実践につながる
内容や方法を工夫

Point③
具体的な成果指標や評価方法を設定し、

計画的に達成状況を評価・把握
・学校全体及び児童生徒一人一人の目標
達成状況を把握
→児童生徒が自己の成長を実感できる
ような評価の工夫
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２ 体育・保健体育授業の改善・充実に向けた取組の方向性

北海道の体育・保健体育授業における

・運動やスポーツをすることが好き、運動やスポーツは大切と感じている児
童生徒の割合が全国平均よりも高い。

・体育の授業で技や動きができるようになることや動きのポイントなどの知
識を理解させることを大切にしていると回答している学校の割合が全国平
均よりも低い。※大切にしていることを上位３つ選んで回答

・小・中学校男女ともに、ＩＣＴの活用は、体育授業への主体性や目標への
意識、授業後の振り返りを促進させており、活用頻度が高いほどこれらに
強い影響を与えている。特に、小学校女子については、ＩＣＴの活用が体
力合計点に関係しており、「体育授業における学習の質」が体力向上と関
連している傾向が見られる。

・小学校においては、「進んで学習している」や「目標を意識することで
『できたり、わかったり』する」といった項目と体力合計点に強い相関関
係が見られる。

・できなかったことができるようになったときに体育の授業が楽しいと感じ
ている児童生徒の割合が全国平均よりも高く、中学校男女においては、体
力合計点との強い相関関係が見られる。

・中学校男女ともに、「記録への挑戦や仲間との競争を楽しむ」といった内
発的動機付けに係る質問項目と体力合計点に強い相関関係が見られ、特に、
男子よりも女子の方が関連性が強い。

・中学校男女ともに、体育授業を通した「爽快感」、「多様な種目の経験」、
「達成感」を実感するなどの「楽しさの質」が体力合計点に影響しており、
その影響は女子の方が強い。

・中学校においては、体力合計点や質問紙調査の回答パターンから３つのグ
ループに分類することができ、それぞれのグループの特徴に応じたきめ細
かな指導が重要である。

□ 解説に示されている「例示」等を参考にしながら、
指導内容を明確化・重点化
→ 各系や領域の特性に応じた楽しさの実感

□ 「主体性・目標の意識・振り返り」の充実をねらい
としたＩＣＴの効果的・積極的な活用
→ 主体的な学習参加や目標を意識した「できた・
わかった」につながり、間接的に体力向上に寄与

□ 「楽しさの質」を意識した指導の工夫
→ 「爽快感」、「多様な種目の経験」、「達成感」の実感
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これからの授業改善の方向性



・習得した知識や技能を活用し
て「思考力、判断力、表現力
等」の学習につなげることが
できるよう、チームや個人の
課題を確認したり、その課題
の解決のための練習方法を既
習の学習内容から選択したり
する学習機会を設定する。
（習得した「知識及び技能」
を活用した「思考力、判断
力、表現力等」を育成する
ための学習）

・運動に必要な「知識」を事前に指導するとともに、
その学習した「知識」に基づいて運動を実践する単
元の設定（「わかる」と「できる」をつなぐ）

※技能の定着には時間がかかることから、形成的評価
を継続的に行い、随時、児童生徒にフィードバック

・自己の課題に応じ、その解決に向けた練習の場
を自分で選択したり、一人一台端末等で見本動
画やこれまでの自己変容を確認して、「でき
た・わかった」を実感したりしながら運動に取
り組むことができる機会の確保

・運動の特性に応じた本時の授業で実感させたい
「楽しさ」を明確にした指導の工夫
（挑戦・競争・爽快感・達成感など）

・学習指導要領に示されている目標や児童生徒の実態等を踏まえ、単元の目標を設定
する。※単元の終わりの児童生徒の姿をイメージする。（①）

・学習指導要領の「例示」を参考にしながら、指導内容の明確化・重点化を図り、評
価規準に位置付ける。（②）

・単元の評価規準と１単位時間における評価機会及び評価内容等のつながりを明確にする。（③）
・単元を通した学習内容やそのつながり及びＩＣＴの活用機会やそのねらいを明確にする。（④）
→ 「主体性・目標の意識・振り返り」の充実につながるＩＣＴの活用

①

②

③

④

【単元構造図の作成例】
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単元を通した資質・能力の育成
→単元構造図による指導内容や指導方法、評価規準、
評価機会、評価方法の明確化

①
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目的 事業等名 概要 

体
育
・保
健
体
育
授
業
の
改
善
・充
実 

小学校体育専科教員 

活用事業 

○  小学校に体育を専門とする教員を配置し、学級担任とのＴＴ等による授業改善や

近隣の学校の体力向上の取組への指導助言 

・配置状況 

空知（１名） 石狩（１名） 後志（１名） 胆振（１名） 

渡島（１名） 檜山（１名） 上川（２名） 宗谷（２名） 

オホーツク（１名） 十勝（１名） 釧路（１名） 根室（１名） 
 

小学校体育エキスパート教員 

巡回指導事業 

○  管内の複数市町村の小学校を巡回指導する教員（小学校体育専科教員を経験済

の教員）を配置し、巡回市町村や学校はもとより、管内全体の体力向上に向けた取組

の改善・充実を図る。  

・配置状況 

空知（１名） 石狩（２名） 後志（１名） 胆振（１名） 日高（１名） 

檜山（１名） 上川（２名） 留萌（１名） オホーツク（１名） 十勝（１名） 

釧路（１名）     
 

中学校授業実践・改善セミナー 

○ 体力向上の要となる保健体育授業の改善・充実を図るための教員研修を実施 

・９～11 月、道内 1４会場で実施（全ての管内） 

・中学校保健体育科教諭を対象に１日日程で実施 

・公開授業、講義、研究協議及び演習の実施 

どさん子元気あっぷセミナー 

○ 若手教員が体育・保健体育授業の改善・充実を図るための教員研修を実施 

 ・２月、オンラインセミナー 

 ・小学校教員及び中・高等学校の保健体育科教員を対象に半日日程で実施 

 ・講話及び先輩教員との協議の実施 

運
動
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
取
組
の
充
実 

どさん子体力アップ 

強調月間 

○ 10 月の「どさん子体力アップ強調月間」に向けて、学校、家庭、地域、行政が一体と

なって、子どもたちの体力づくりを進める機運を高める取組の実施 

・「どさん子体力アップ強調月間」の周知 

・各市町村におけるスポーツイベント等の紹介 

学
校
等
が
活
用
で
き
る
取
組 

どさん子元気アップ 

チャレンジ 

○ 子どもたちが運動に親しみ、楽しく運動を行う態度の育成や体力の向上を図ることが

できるよう、学校や家庭において活用できる取組を実施 

・シングルロープ全道大会（学校部門、家庭･地域部門） 

・ダブルダッチ全道大会（学校部門、家庭・地域部門） 

運動動画の配信 
○ 日常生活において、子どもが家庭等で手軽に取り組める運動動画の配信 

・みんなでムーブ、ダブルダッチなど 

そ
の
他 

体力向上に係る 

普及啓発資料の作成 

○ 教員向け資料 

・小学校体育専科教員、小学校エキスパート教員及び中学校授業実践スペシャリスト

実践事例集及び授業動画の作成、周知 

○ 児童生徒及び保護者向け普及啓発資料 

・運動習慣を含む適切な生活習慣の定着に向けた資料の作成、配付 

 

３ 令和６年度（2024 年度）の道教委の取組 

合計 14名 

合計 13名 


